




























　　　I examined the effective physical exercise on psychiatric day-care as follows. In the study, I 
tried the physical exercise program mainly on the soccer work to patients of schizophrenia. As a 
result, exercise group showed that they moved too much and often fell down during the match. In 
another study, I examined the semi-structured interview with a patient of schizophrenia. He said 
that physical exercise moderated muscle tonus and reduced auxiety. Finally, I recommend that 




















において，心拍数などの生理的な負担度の測定と自覚的な負担度の測定（Borg の Rating of Perceived 

















年 2 月後半～ 3 月までの週 1 回，計 5 回行った。通常は，週 1 日，ソフトボールや卓球など各自が行い
たい運動種目を選択し，活動している。また，一回の活動時間は，60 分のプログラムであった。表１は，
サッカーワークプログラムの内容について示している。
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4 対 4 もしくは 5 対 5 の実践練習を行う
試合コートは，30 ｍ× 20m の大きさ








第 1 回目（X 年 2 月末）の活動から
参加者は，男子 6 名，女子 2 名のメンバーさん，スタッフ 1 名，Th の計 10 名で行った。
（１）ウォーミングアップ
　1 週 150m のうち 20m ほどゆっくり歩きながら，その後，徐々に軽いランニングを行った。当初，
Th は 2 週走ることを予定していたが，参加しているメンバーさんたちの息づかいや雰囲気から，2 週
目には行かず，ストレッチをすることにした。
　参加者は円になり，Th もその円の一人として配置し，ゆっくりとした口調でストレッチの見本を行っ
た。＜両手を上げ全身を伸ばし，脱力をする＞ (3 回 )，＜両手を上げ左右に曲げる＞（2 回），＜両手
を前にして左右に動かす＞，＜手首の脱力＞，＜肩そらし＞ (2 回 )，＜首回し＞（右，左回り），下半













ちらが長く続くが勝負したら」と話し，Th とメンバーの B さんとのリフティング競技（注２）が始まった。
黙々と二人がリフティング競技をしている様子を他のメンバーさん達が見届けるような雰囲気であっ
た。結局は，B さんのほうが長く続き，みんなが拍手をしていた。そのまま，またメンバーさんの一人
が「一緒にやってみれば」と言い，再び，Th は B さんと向かい合ってリフティングをはじめた。ボー















①前半 (5 分 )
　Th が便宜的に参加者を 2 チーム（A.B）に振り分けた。A チームは，男子 3 名（Th を含む），女子 2 名（ス
タッフを含む）で，B チームは，サッカー経験者を含んだ男子 4 名，女子 1 名となった。Th がビブス（ゼッ
ケン）を一枚ずつ参加者に手渡すと，各々，表情が緩み，童心に戻ったような印象を受けた。
　ゲームが始まると，B チームのサッカー経験者が中心に，ボールに多く絡み，立て続けに C さんが 2
点ゲットする。Th が「ナイスシュート」と声をかけるも，やや振り向きかげんに「どうも」という低








②後半 (5 分 )
　後半の開始には，攻撃の方向を入れ替え，キックオフするなどの一般的なサッカーのルールに則して
行った。後半は，さらに相互に激しさを増し，E さんは，前半戦以上に転倒する場面があった。E さん






















投薬により症状が落ち着き，X － 2 年からデイケアに通所しはじめる。
　これまでの運動・スポーツ経験は，小学 5 年生から中学 3 年生まで○○部に入部していた。地元の公
立高校に入学し，○○部に入部するものの，1 年でやめる。その理由について「自分は○○するには，










































立った。とりわけ，5 対 5 のミニゲームといった試合形式の際には，ボールを目がけて皆が動き，集合
と離散を繰り返し，ボールに振り回されているようであった。初心者が多くいたことを忘れてはいけな
いが，全般的に猪突猛進した様子であった。また，ボールを追いかける身体は，前傾になり，つま先前
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